
※2015年第1週は風しんの報告がなかったため、以降のグラフは省略いたします。

1. 風しん累積報告数の推移  2009～2015年 (第1～1週)
     Cumulative rubella cases by week, 2009-2015 (week 1-1)  (based on diagnosed week as of January 8, 2015)
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2014年 n=321

2015年 n=0

2013年 n=14344

診断週にもとづいた報告
感染症発生動向調査 2015年1月8日現在

※2009～2013年は年報集計値(確定値)ですが、2014年以降は今後の修正等により変わる可能性があります。

2013年 n=

2014年 n=

2015年 n=

14344

321

0

2
0
1
3
年
以
外
の
報
告
数

2
0
1
3
年
の
報
告
数


